
8/25（土）
10 時～ 15時

　昭和 43年 8月 17日の豪雨災害から今年で 50年、町では大きな災害が起きていません。しかし、全
国では阪神・淡路大震災や東日本大震災、熊本地震などの大地震、ゲリラ的な集中豪雨などの災害が頻
発しています。この地域でも、南海トラフ巨大地震の発生が今後 30年以内に 70％以上の確率と発表さ
れています。また、平成 30年 7月豪雨の影響で、町でも一部地域に避難指示を発令しました。
　「天災は忘れたころにやってくる」のことわざにあるように、防災について考えてみましょう。

タイムスケジュール

会場：中央公民館

◆講演会　
【時　間】　13:00 ～ 14:30

【テーマ】　自宅と地域で始める地震災害と大雨災害への備え

【講　師】　村
むらおか

岡　治
はるみち

道　氏　岐阜大学地域減災研究センター特任准教授　

　　　　　　　　　　　　　清流の国ぎふ防災·減災センター　　　

 【問】総務課　53-2511
※実施内容は予定ですので、変更の可能性があります。あらかじめご了承ください。


